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 作品３は「Tokyo underground－landscape notationの手法を取り入れた東京駅地下道のシークエンス 
－」で、作品１、２の結果を元に、大野自身がスコアを書き、その空間での問題点を解決するように図
面ではなくここでもシーンから設計を行っている。3DCGで緻密に東京駅周辺区域の地上、地下空間を再
現し、その中の地下道のリニューアル計画を行ったものである。 
 このように大野の作品は既往研究の調査・分析を一方では行いながら、そこから導き出された作品１
を用い、設計ツールとしての適正を確認する作品２の段階を経て、応用の作品３の制作へと至っている。
これらは個々の作品としても充分評価出来るものであるが、一連の研究としても極めてスムーズなもの
  
であり、それぞれの成果も高いものと言える。そのような点からこの作品を高く評価した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 大野とも子は空間の設計に対して、従来からの図面からの設計ではなく一般の人も参加出来るような
設計手法を研究してきた。それは一般人の視点に近いもので、実際の見え方の連続（シークエンス）か
ら空間を設計しようとするものである。そこで今までの類似研究を調査し、「序論」と「デザインツール
としての記号論」として論文の第１章及び第２章にまとめている。 
 そのような作業と並行して行った独自のツール開発が「Pictogrammar」と呼ぶ空間を示すカードであ
り、このカードについてはより解り易くするために、実際の使用者の意見を取り入れて何度も改良を加
えた。この空間をアイコン化したようなカードは、時間軸に並べていくことによって人の流れていくよ
うなリニアな空間構成を表現することも出来、またそのような空間を設計する際の道具ともなりうるも
のである（作品１）。 
 この道具の有効性については、日本に多く見られる屋外のシークエンスの豊かな空間の例として、京
都の庭園及びアプローチ空間の調査も行い、その空間構成を「Pictogrammar」で表現出来るかを示して
いる（論文第３章）。 
 一般的には建築やランドスケープの設計にあたっては図面で考えることが多い訳だが、ここでは実際
の見え方から設計を行おうというところが斬新なものとなっている。このようなシーンの見え方からの
設計手法については過去にも既存研究はあるが、具体的にこのような考えに沿って設計を行ってみたも
のは少なかったのではないかとも思われ、そのようなことからも画期的な成果であると言える。 
 今回は作品２において、上野公園内の東照宮空間を対象にワークショップを行い、この方法によって
どのような成果が得られるのかの実験を行い、それを実際に歩く人の視点からのシーンのCG映像として
作成している。それは同時にワークショップ参加者が共有意識を持てるかの実験を兼ねたものであった
が、ある可能性を見いだしたようだ。このような手法は今後の「まちづくり」（例えば歩行空間である街
路やショッピングモールなどの設計）を行う際の道具として、設計の専門家でない人々が使える道具と
なる可能性を持つものであり、その実用化の可能性は高いと思われる。 
 そしてそのような可能性を確認した上で、シークエンスからの設計に相応しい空間への応用として、
今回は無機質になりがちな地下空間を採り上げ、そこでの設計の可能性を検証している。今までの地下
空間は機能性のみからつくられたものが多く、そこには潤いなどを感じられないのが実状である。また
既存道路の直下につくることからその自由度も少なかったのだが、現代では地下鉄もかなり深い場所に
つくられることが多く、このようなシールド工法の場合には通路空間の意匠は、深い地中ゆえに比較的
自由になることが想定される。そのような状況から今後は歩く視点からの空間の構成自体がテーマとな
ることも予想され、そこには寺院のアプローチ空間などに見られたシークエンスを生かした構成の可能
性がある。今後の地下空間にこの研究のようなアプローチが組み込まれれば、地下空間の定められた順
路空間での体験はもっと楽しいものに出来る可能性を秘めている点など、ここではこの研究が現代的な
研究でもあることを高く評価した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
